
平成 26 年度 地域との連携及び学校行事 

紀美野町立美里中学校 

１ 今年度の共育コミュニティ事業及び他団体との交流体験活動 

① 通街頭指導（毎月１５日）     

  下校安全ﾊﾟﾄﾛｰﾙ（５月、１０月、２月）         

②ﾁｭｰﾘｯﾌﾟ栽培 ６/２３、ﾁｭｰﾘｯﾌﾟ植え１２/２                                

③学習支援（交流学習、先輩に学ぶ会、出前授業）   

・「ｽﾏﾎ・ﾈｯﾄに潜む危険」出前授業(ＩＰＡ楠木真次)４/29 

・茶道体験５/７、８、１２/１１、 保育所交流茶道５/８  

・ブラッシング指導６/５ 

・出張！減災教室６/１６ 

・社会福祉協議会講演会「避難所ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱについて」６/２５ 

・熱中症対策出前授業７/４ 

・ｹﾞｰﾄｺﾞﾙﾌ６/１８、ｿｰﾗﾝ指導８/８、総合防災訓練に向けての防災研修８/８  

・和大附属特別支援学校との交流９/２５、１１/２９  

・３年家庭科保育所体験１１/２７、わらべ歌１１/２６ 

・２年生「つるし柿作り体験」(下神野サロンの方々)１１/２８ 

・先輩に学ぶ会 １２/８「看護師の仕事」(横出知里さんと中田ひかるさん) 

・「ｽﾏｰﾄﾌｫﾝやﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙｹﾞｰﾑに潜む危険」篠原嘉一さん出前授業２/２３ 

・体育「ダンス指導」１/１５、１６ 

・性教育「助産師出前授業」２・３年１２/１５、１年「思春期体験」１２/１９ 

・１・２年りら創造芸術高専「ＮＯ！危険ﾄﾞﾗｯｸﾞ」観劇１/３０ 

④生徒会ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ・・・保育所夕涼み会、こども祭り、河川清掃          

⑤地域の方のｱｰﾄﾌﾗﾜｰ・写真展示   

⑥伝統文化体験事業（カゴ作り）、共育ﾐﾆ集会１/２８ 

⑦親子教育講演会「薬草から学ぶ」６/２３（講師 森下富夫氏）  

⑧自主防共催「避難所運営訓練」共育ﾐﾆ集会９/１ 

⑨文化庁文化芸術による子供の育成事業２/４ 京都能楽囃子方同明会「囃子堂」 

保護者・一般 7 人来校 

⑩広報活動（美中だより・広報きみの） 

 

２ 地域と共催の総合防災避難訓練 

○テーマ 地域の受援力を高めるために～「地域共催避難所運営訓練」を通して～ 

○活動内容  

下神野地区自主防災組織と共催で「避難所運営訓練」と「防災体験」を実施した。「避難所運営訓練は、

生徒が下神野・上神野・福田地区に分かれて、避難者登録訓練を実施した。訓練後、「ＡＥＤ講習・体験」



「オイル缶鍋炊きご飯実演・試食体験」「紙芝居」「防災グッズ作り」「煙体験」「避難所仕切り等の避難所グ

ッズ展示」「写真展示」等の体験を生徒が中心になり案内や説明等の運営を行った。 

○日 程 

(1) 12:50  紀伊半島沖を震源とする南海・東南海地震発生後無事に避難完了した後を想定。 

(2) 13:00 地域の方、保育所、小学校避難訓練開始 

   ①本校生徒による地域の方の避難者登録訓練（体育館） 

   ②開会式…開会のあいさつ（自主防会長・生徒会長） 

(3) 13:15～  体験開始 

   ○保育所園児は、中学生が紙芝居を実演 

   ○地域の方と 1年生がＡＥＤ講習実施。 

   ○ＤＶＤ「犠牲者“ゼロ”をめざして」上映  

   ○避難所講話…東日本大震災のボランティア体験をはなしてくださる。 

   ○オイル缶鍋炊きご飯の実演（運動場）…3年生・2年生の男子 

   ○小学生に中学生が防災グッズ作りを指導 

    ○煙体験 

    ○防災用具（避難所仕切り・毛布・簡易トイレ・テント・水など）展示 

   ○写真展示 

   ○健康相談コーナー（保健福祉課） 

   ○非常食（ポン菓子）作り（青少年センター） 

   ○鍋炊きご飯試食（育友会が炊きだしたカレーをかけて食べてもらう） 

(4) 15:00 閉会式 …閉会のあいさつ（自主防会長・生徒会長）  

○参加者 

地域の方４２人(ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 1人含む） 保育所（園児 24人、職員 4人）小学校（児童 40人、職員 5人） 中

学校（生徒 40人、職員 13人、保護者 10人） 自主防・役場・消防本部・社協・保健福祉・青少年センター他

（27人） 合計２０５人  

○保護者の意見 

昨年度警報発令のため実施できなかったので、「今年度実施できて本当によかった。」との意見が多数

寄せられた。県教委生涯学習課の先生から、『学校と地域が連携し、地域の方々、保育園児、小学生児童

も参加しての訓練、まさに地域と一体になった取り組みですね。そして中学生が主体者となって活動してい

る様子には大変感動しました。災害時、中学生は十分主体者になり得るんだと改めて感じることができまし

た。また、災害用のテントや段ボールの仕切り、長期保存用水なの展示もよかったですね。実際に体育館

でこの仕切りの中で寝るんだな、とか具体的に想像できました。』と、大変評価してくださいました。また、炊

き出しを担当してくれた保護者からは、『生徒が炊いた「鍋だきご飯」がとてもおいしかったので、来年から

「おにぎり」がいいのではないか』という声が寄せられ、地域の方にも「鍋だきご飯」の炊き方には人気があ

った。 

○教職員の意見 

  始業式早々であったので生徒を動かすには大変な面もあるが、地域の方々が喜んでいる姿と喜びの声

をいただき、高齢化の進む本地区では、中学生の「共助」として果たすべき役割が大きいため、防災につい



ては地域と共に毎年実践型の訓練を実施していかなければならないと考えており、今年度の取組で形がで

きたので、継続して取り組んでいきたい。 

 中学生に「共助」の力をつけるためには、地域の方と共に訓練するほかないと考え、3年前から自主防と

共催の「総合防災訓練」を立ち上げたが、地域・保育所・小学校・中学校が一同に集まっての訓練は、中学

生の地域参画意識を育て、ふるさとや周りの人々を思いやる気持ちを育てる。地域を活性化するためにも、

学校が中心になって地域と連携した取組を続けていきたい。 

 

  

9 月 1 日の下神野自主防共催総合防災訓練にご参

加・ご協力くださり、ありがとうございました。地

域の方（上神野 22 人、下神野 12 人、福田 8 人）計

42 人、神野保育所（年長年中 24 人、職員 4 人）、

下神野小学校４～６年（40 人、職員 5 人）、美里中

学校（生徒 40 人、職員 13 人、保護者 10 人）小計１

７８人、スタッフとして下神野自主防災組織、紀美

野町役場、紀美野町消防本部、社会福祉協議会、保

健福祉課、青少年ｾﾝﾀｰ、テレビ和歌山、県教委（小

計 27 人）、合計 205 人の人が参加してくださり、大

成功でした。県生涯学習課の淡路先生より次のよう

に評価していただきました。『学校と地域が連携し、

地域の方々、保育園児、小学生児童も参加しての訓

練、まさに地域と一体になった取り組みですね。そ

して中学生が主体者となって活動している様子には

大変感動しました。災害時、中学生は十分主体者に

なり得るんだと改めて感じることができました。』（礼
状より抜粋） 



 

 
 

 

  
 

 
 

 

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

  
  
  
  
  
  
  

  
  
  
  
  
 

 

  
  

  
  

  
  
  
  
  

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

  
  



  
  
  
  
  
 
  

  
  
  
  

 

 
 

  

   
   
 

  

   

 
 

 

 

 

 
 

  

   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   

 
 

 

   
   
   
   
   
   
 

  
 

   
   
   
   
   
 

  

 
 

 

   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   

   

   

 
 

 

   
   
   
   
   



 

 

  

   

   
   
 

  
 

 

 
   
   
   
   

「オイル缶鍋炊きご飯」は

地域の方々に好評でした。 

防災トイレの作り方を小学

５・６年生に説明しています。 



✐共育コミュニティコーナーについて✐ 
共育コミュニティ事業の取組も８年目を迎えました。今年度も育友会進路対策部の協力を

得ながら、引き続き保護者の皆様や地域の皆様のご協力でいろいろな行事を楽しく進めてい

きたいと考えています。 

 取組の内容は、学校環境整備(チューリップの栽培)、保育所との交流(家庭科「保育単元」

実習への協力)、地域との交流（伝統文化体験事業や「先輩に学ぶ会」、共育ﾐﾆ集会）などを

計画します。学校が生徒・保護者・地域の方の出会いの場となるように取り組みたいと考え、

引き続き、親子で学んだり、物作りに挑戦したりする事業を実施します。是非保護者の皆様

の参加をお願いします。 

 今年度は、育友会人権部主催の親子教育講演会も伝統文化体験事業で毎年お世話になって

いる真国花の原地区の森下さんに「薬草」のお話をしていただこうと計画しています。 

 また、地域との連携の中心事業になる昨年度警報のため実施できなかった下神野地区自主

防災組織共催の総合防災訓練に取り組み、地域との連携を強めていきます。今年度は 9月１

日です。避難所運営ボランティアと炊き出しを中心に活動します。昨年度の県ＰＴＡ研修会

で、「地域の受援力を高めるために」「保育所・小学校・中学校・地域が繋がる育友会活動」

をテーマに本校育友会長が提案発表し、大きな評価をいただき、育友会活動として継続して

いかねばとの気持ちを強く持ちました。是非、保護者の皆様のお力をお貸しください。6月

25 日には毎年社会福祉協議会にお世話いただき、防災ボランティアについて、防災研修の

講演会をもちます。 

また、22年度から玄関にアートフラワーと写真をお借りして展示しています。 

  



 

  

今年も 6 月 25 日に社会福祉協議会のご協力を得て、

和歌山県社会福祉協議会、和歌山県ボランティアセン

ターの南出 考氏に「防災とボランティア活動を知ろ

う」サブテーマ「災害時にもつながり、助けあえる仲

間に」講演していただいた。中でも『ボランティア活

動の心得』では『①「何かお手伝いしましょうか」の

気持ちで声をかける。②何の手助けが必要か、まず「聞

く」③自分ができる手助けをする。④一人で無理な時

は周りの人に声をかけ協力してもらう。⑤コミュニケ

ーション(会話)をとりながら「笑顔」で手助けを！』

と言われ、冒頭にも挨拶の大切さ（＝挨拶は心を開く

もの）に触れた。また、昨年同様にじゃんけんゲーム

形式で 10 枚のカードから災害で捨てれないものをﾅﾝ

ﾊﾞﾘﾝｸﾞして、じゃん 

けんで負けた人が 

ｶｰﾄﾞを捨てていく。 

生徒には被災する 

ということは大事 

な何かを失うこと 

だということが良 

くわかった。被災者の悲しみを理解して、被災者に寄

り添いながら笑顔で挨拶し、声かけすることが中学生

に出来る一番のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱなのだろう。 

3 年生は来たる 9 月１日に向けて、しっ

かり、みっちり、避難所運営ゲームに取

り組みました。班で協力して 250 の事例

の人々を避難所へ入れるべく考えまし

た。大人でも大変なことにチャレンジし

ました。さすが 3 年生！落ち着いて取り

組んでいました。時間は 3 時間半ぐらい

かかりました。 



 

 

 

  

共育コミュニティコーナー 
 6 月の共育コミュニティ事業としては、6 月 18 日（水）には、

農村センター体育館で、1 年生が紀美野町ゲートゴルフ協会の弓

庭会長さん、南條さん、中本さんの 3 名と小壺ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰにゲー

トゴルフを教えていただきました。雨だったため体育館で実施

し、屋内ゲートゴルフは難しいそうですが、1 年生は「たいへん

上手！」とほめていただきました。 

 また今月の写真は、西増三さんの作品を展示しています。 

森下さんは、右の表の 19 種類の薬草の実

物を持ってきてくださり、名前の由来や効能

について、楽しく丁寧に教えてくださいまし

た。「マタタビ」は旅人が疲れて木の根元に

座り込んでいて、実を食べたら、また旅に出

れるようになった。「オトギリ草」は鷹匠が

門外不出にしていた鷹につける傷薬を、弟が

他人に漏らしてしまったことに腹を立てた

兄が弟を切ってしまったことに由来。「テン

ダイウヤク」は秦の始皇帝時代に不老不死の

薬を求めて、日本にやってきた徐副が東方へ

出発する理由にしたもの。等いろんなお話が

聞けました。いただいた薬草は学校の畑に植

えています。 



 

  

平成 26 年度 第 33 回交流教育 

10:40 出会いの会（校長・生徒挨拶） 

   きいちゃんﾀﾞﾝｽ、自己紹介 

11:10 ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ（ゲートゴルフ） 

12:00 昼食・ﾌﾘｰﾀｲﾑ 

13:10 お別れ会（お土産交換・歌） 

13:50 和附特の生徒出発 

雨が心配されましたが、計画通りゲートゴルフ

ができ、今年の 1 年生はとてもフレンドリーに

和附特の生徒達と触れ合うことができました。 

和附特の副校長先生は「交流学習が 

33 年目。とても先進的な取組。続けていってほ

しい。」と話してれました。 

毎 年 河 川

一 斉 清 掃

には、生徒

会 執 行 部

と 育 友 会

が 参 加 し

ますが、今

年は 3年生

の 辻 涼 君

が、自主的

に参加し、

執 行 部 の

井 戸 向 さ

ん、寺中さ

ん 岸 本 さ

ん 育 友 会

の 油 谷 さ

ん、竹内さ

ん ら と 共

に 川 を き

れ い に し

て く れ ま

した。 

9月1日の総合防災訓練

に向けて、3 年生は 8 月

8 日の午前中に、役場総

務課の山野さんと下神

野自主防会長松本さん

に来ていただき、防災グ

ッズ「マイトイレ」の作

り方と、避難所仕切り板

や防災毛布の体験をし

ました。そのあと 

中庭で鍋炊きご飯の実

習を行い、レトルトカレ

ーをかけて食べました。 

今年も松本守信さんの紹

介で大塚製薬の後藤さんに

熱中症対策のお話をしてい

ただきました。暑い日が続く

中でのｸﾗﾌﾞ活動。水分補給を

こまめにとって、熱中症にな

らないようにしましょう！

また、松本さんからポカリス

ウェット１本ずつ生徒にい

ただきました。 



  

今年は横出知里さんと

中田ひかるさん 2 人の

看護師さんを迎え、「看

護師の仕事」や「職業を

選んだ理由」等について

お話してくださり、「あ

かちゃん沐浴体験」や

「血圧測定体験」等もさ

せてくれました。 

神野市場サロンの方々に学校

へ来ていただき、２年生が「つる

し柿」の作り方を教えていただき

ながら、交流しました。 



  

特別非常勤講師として繁松知里先生が、

体育の時間にヒップホップﾀﾞﾝｽを教えて

くれました。２日間１・２年生合同で３

限４限に取り組みました。「今年は初めか

らﾉﾘﾉﾘですよ。」と先生が褒めてくれた甲

斐があり、２日目の発表時には、ｸﾞﾙｰﾌﾟ

ごとに工夫の跡が見られました。後日、

２年生のグループ毎の創作ダンスの発表

会には、曲は嵐対関ｼﾞｬﾆのジャニーズ対

決のダンスを披露してくれました。男子

もﾉﾘﾉﾘで踊っていました。 



 

 

 

 

 

 

 

  
今年は⑤⑥限 2 時間あるので、少し

大きめのミカンを入れられるぐらい

の正方形の低めのカゴを作りました。 

まず、最初に森下さんから底の部分

の作り方を説明してもらい、ｸﾗｽごと

に円になって、教えていただきまし

た。保護者も6人参加してくれました。 



 

  

本校生徒達にもｱｲﾎﾟｯﾄﾞﾀｯﾁ等のゲーム機やＰ

Ｃ、ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ等ｲﾝﾀｰﾈｯﾄを利用して友達とｹﾞｰﾑを

したり会話をしたりする機会が増えています。

現在ﾈｯﾄができるＰＣや携帯電話を持っていな

い生徒は 7 人しかいない実態です。知らぬ間に

使っている人の個人情報が流出するといったｽﾏ

ｰﾄﾌｫﾝ特有のトラブルから守るためには、生徒自

らのﾈｯﾄﾘﾃﾗｼｰを高めるしかありません。生徒達

が社会に出ていく１０年後には、今、日本にあ

る仕事の３分の２はなくなっていると言われて

います。グローバル化、情報化がもっと進み、

ＰＣを使いこなさなければならない社会です。

過去の心ない書きこみやつぶやき、画像等で就

職活動の時、面接も受けられなくなり、人生を

変えてしまうことにならないように、小学生・

中学生時代に、スマホやｹﾞｰﾑ機に潜む危険につ

いてしっかり知ってもらおうと今回の出前授業

を計画したところ、本校生徒に加え、りら創造

芸術高等専修学校の学生 25 人と先生 2 人、本校

保護者８人、野小保護者４人、教育関係９人、

地域の方５人、計１０３人の参加を得ました。

特にりらの学生さんが集中して聞いてくれてい

ました。今回、先生は、特にＬＩＮＥの恐ろし

さ、ユーチューブでのトラブルの数々を話して

くれ、「問題画像が人生を変えてしまう。今必

要な対策は、不便体験です。」とおっしゃって

いました。この出前授業を機会に、ＬＩＮＥの

設定や使用時間、ﾈｯﾄを休む日など親子で話し合

って、生徒会中心にルールを決め、子供たちが

被害者・加害者にならないよう、学校・家庭が

連携して、生徒のネットリテラシーを高めたい

ものです。 



３ まとめ 

 昨年度警報発令に阻まれ実施できなかった 1 日開催で計画した大がかりな地域連携総合防災訓練

が、今年度は半日開催で実施できたことが良かった。「今年度実施できて本当によかった。」との声

が多数寄せられた。この共育ｺﾐｭﾆﾃｨ事業は、地域の方に学校へ来ていただき、伝統文化体験事業や

先輩に学ぶ会等出前授業の形で、学校（生徒）と地域が交流することが多く、学校にとっては大変

ありがたい授業である。しかし、地域と保護者との交流が少なく、地域の方に還元できていないこ

とが課題であった。そこで、東日本大震災以来中学生に求められることは「共助」の力であり、一

人暮らしの多いこの地域で、大切なことは「防災」ではないかと考え、3 年前に、「避難者誘導訓練」

を実施した。その反響は大きく、「また来年もやってよ。」「避難の道がわかった。中学校へﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

しますよ。」と喜びの声が多数寄せられ、実行委員会で「来年は炊き出しもして、1 日開催で総合防

災訓練を実施しよう。」と言うことになり昨年度は計画したものである。その上に立って、規模は小

さくなったが、何年も継続できる、中学生が中心に活動する、保育所・小学校・中学校・地域・行

政がみんなで取り組む総合防災訓練の形ができた。 

県教委生涯学習課の先生より、『学校と地域が連携し、地域の方々、保育園児、小学生児童も参加

しての訓練、まさに地域と一体になった取り組みですね。そして中学生が主体者となって活動して

いる様子には大変感動しました。災害時、中学生は十分主体者になり得るんだと改めて感じること

ができました。また、災害用のテントや段ボールの仕切り、長期保存用水なの展示もよかったです

ね。実際に体育館でこの仕切りの中で寝るんだな、とか具体的に想像できました。』と、大変評価し

ていただいた。また、炊き出しを担当してくれた保護者からは、『生徒が炊いた「鍋だきご飯」がと

てもおいしかったので、来年から「カレー」をかけずに、「おにぎり」がいいのではないか』という

声が寄せられ、地域の方にも「オイル缶鍋だきご飯」の炊き方は大変人気があった。 

当日は始業式早々であったので生徒を動かすには大変な面もあるが、地域の方々が喜んでいる姿

と喜びの声をいただき、高齢化の進む本地区では、中学生の「共助」として果たすべき役割が大き

いため、防災については地域と共に毎年実践型の訓練を実施していかなければならないと考えてお

り、今年度の取組で形ができたので、継続して取り組んでいきたい。 

中学生に「共助」の力をつけるためには、地域の方と共に訓練するほかないと考え、3年前から自

主防と共催の「総合防災訓練」を立ち上げたが、地域・保育所・小学校・中学校が一同に集まって

の訓練は、中学生の地域参画意識を育て、ふるさとや周りの人々を思いやる気持ちを育てる。 

また、地域を活性化するためにも、学校が中心になって地域と連携した取組を続けていきたい。 


